
船舶事故等調査報告書 

平成２４年６月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２横第２３号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２４年２月１３日（月） ０２時００分ごろ 

発生場所 東京都御蔵島村御蔵島南東岸 

 御蔵島港ふ頭灯台から真方位１３９°３.０海里付近 

 （概位 北緯３３°５１.６′ 東経１３９°３７.６′） 

事故等調査の経過 平成２４年２月１６日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

ヨット ＭＡＶＥＲＩＣＫ
マ ー ヴ ェ リ ッ ク

２、５トン未満（長さ９.５ｍ） 

２５０－４８１９２東京、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 全損 

 事故等の経過 
 

本船は、船長が１人で乗り組み、東京都八丈町神
かみ

湊
なと

港から御蔵島西方沖

を通過して東京都三宅村阿古港へ向かう予定で北北東進中、平成２３年２

月１３日０２時００分ごろ、御蔵島南東岸に乗り揚げた。 

船長は、翌々日、海上保安庁のヘリコプターにより救助された。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約１.５ｍ、潮流 黒潮北東流約２ノット以上、潮汐 上げ潮

の初期 

その他の事項  船長は、平成２１年６月に東京を出航し、単独東回り世界一周航海の９

割方を終えて東京に帰る途中であり、ふだんの航海であれば仮眠を取ると

ころ、本事故当時は仮眠を取らずに航海していた。 

 本船は、マグネット式の船首方位のみを保持して航行する自動操舵装置

を使用していた。 

 船長は、デッキ上でＧＰＳや島影を見て針路を調整しながら操船してい

たが、本船の船位の変化にも御蔵島の島影にも気付かなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

本船は、御蔵島南東方沖を自動操舵により北北

東進中、船長が適切な見張りを行っていなかった

ことから、御蔵島南東岸に乗り揚げたものと考え

られる。 

原因 本事故は、夜間、本船が、御蔵島南東方沖を自動操舵により北北東進

中、船長が適切な見張りを行っていなかったため、御蔵島南東岸に乗り揚

げたことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

・船位の確認を適切に行うこと。  




